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NOA-7100による換気量測定
ーN2を指標としたモデル実験ー

 現場での測定に欠かせない可搬性と簡便性を兼ね備えています。
 ポンプやフィルタなどのサンプリング機能内蔵のオールインワンタイプです。
 取得したデータをUSBメモリに保存し、パソコンでの編集や他部門との共有が容易にできます。

田中美奈子、居原田健志

ポータブルガス濃度測定装置NOA-7100

はじめに
屋内や乗物車室の換気量評価にはトレーサーガスとして

CO2が広く用いられますが、美術品等の展示ケースの換気
量(空気交換率)や気密性の評価にはN2が用いられることが
あります。CO2に比べてN2は、空間内部材への吸着の少な
さ(不活性さ)、外気濃度変動の小ささ、環境影響の低さなど
の点で優れるとされています1,2)。この評価方法を参考とし、
N2を指標とした換気量測定のモデル実験をご紹介します。

この評価方法は、空気がN2とO2からなるとみなしてN2濃
度変化をO2濃度変化で間接的に捉えるものです。評価しよ
うとする空間にN2を注入した後に換気を開始すると、外部
から流入する空気によって空間内のN2濃度が低下し、O2濃
度が上昇します。このO2濃度変化をNOA-7100で測定する
ことで換気量を求めます。

測定方法
展示ケースを模擬する容器として用いたアクリル樹脂製

グローブボックスの容積は約176L(内寸：幅≒72cm, 奥行
≒51cm, 高さ≒48cm)で、グローブの代わりにキャップを
取り付けて封止しました。グローブボックス内部のO2濃度
を均一にするため、内部に扇風機を設置しました。

グローブボックスの一方の配管接続口にN2導入配管を、
もう一方の配管接続口にはNOA-7100のサンプリング配管を
接続しました(図１〜図３参照)。

N2導入配管からグローブボックスにN2を導入し、内部の

図１ NOA-7100による換気量測定モデル実験の様子

表 1 測定条件

図２ NOA-7100による換気量測定モデル実験の模式図

分析計 ：NOA-7100
測定成分 ：O2

測定レンジ ：0−25 vol %
サンプリング流量 ：約2 L/min

O2濃度が6%以下になったところで導入を停止しました。次
いで配管接続口からN2導入配管を外して外気導入に切り替
えることで、グローブボックスがNOA-7100内蔵ポンプに
よって流量約2 L/minで換気される状態を作りました。また、
本実験開始前に周辺雰囲気のO2濃度を測定し、これを本実
験の全時間にわたる外気のO2濃度とみなしました。

図３ サンプリング配管の様子
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測定結果
NOA-7100によるO2濃度測定値をプロットしたのが図４

です。
換気量Q(L/min)は下式によって求められます。図４から4

つの測定点を取り出し、この式によって換気量を算出した
結果を表２に示しました。NOA-7100の応答時間は考慮して
いません。

Q = 2.303×(V/t)× log {(Co-Cout)／(Ct-Cout)}

Ct ：t経過時のグローブボックス内のO2濃度(vol %)
Co ：t=0時のグローブボックス内のO2濃度(vol %)
Cout ：外気のO2濃度(vol %)
V ：グローブボックスの容積(L)
Q ：換気量(L/min)
t ：経過時間(min)

本実験条件におけるグローブボックスの換気量測定値は
1.99 L/min と な り 、 NOA-7100 の サ ン プ リ ン グ 流 量 約 2
L/minによく一致しました。

まとめ
本実験は換気をNOA-7100内蔵のサンプリングポンプで行

う簡易的なモデル実験ですが、方法としてN2による換気量
測定を示すことができました。

O2測定が可能な島津ポータブルガス濃度測定装置には、
本実験で使用したNOA-7100のほかCGT-7100(いずれも測定
原理は限界電流式ジルコニア法)と、測定原理が磁気風方

式のPOT-8000があります。これらのうちCO2測定機能を併
せ持つCGT-7100はCO2をトレーサーガスとする換気量測定
にも適用可能なため、幅広い測定対象の換気量測定にお使
いいただけます。

島津ポータブルガス濃度測定装置を、ラボからフィール
ドまで様々な調査や研究にお役立てください。

注) 本実験で使用したフロート式流量計は読み取り精度が低
く、しかも流体の種類や温度による補正等についても厳密
な使用方法に従っていません。グローブボックスの容積が
概算であること、NOA-7100の応答時間を考慮していないこ
とも含め、記載のデータは参考値とお考えください。

表２ 換気量の計算結果

図４ グローブボックス内O2濃度の変化

経過時間 ／min 外気O2濃度 ／vol % 内部O2濃度 ／vol % 換気量 ／L/min 換気量平均値 ／L/min
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図５ 島津ポータブルガス濃度測定装置のラインアップ
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